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研究概要 

2015年に国連サミットにおいて，持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals, SDGs）が採択された。

これらの目標の中には，ヒトの疾病予防，健康保持・増進，水環境保全などに関する項目が掲げられており，これ

らの目標達成のために以下の課題について取り組んだ。まず，ヒトの疾病予防に関する研究として，疾病を予測す

るマーカーとして，爪中のミネラル濃度の変動に着目し，爪中に蓄積・含有されている各種金属イオン濃度が疾病

予測のマーカーとして寄与できる知見を獲得した。さらに，健康保持・増進に関する研究としては，大学生におけ

る血圧と生活習慣との関連性を評価することにより，血圧に影響を及ぼす因子の抽出・同定に成功し，さらに，そ

の改善策に関する取り組みについても検討を進めている。水環境保全に関する研究については，有害金属の除去技

術の開発に着目して検討を進めた。その結果，廃棄物である未利用植物バイオマス（有機系吸着剤）や金属を基材

とした金属複合水酸化物（無機系吸着剤）が水環境改善に有用である知見を獲得した。これらの知見を基に，実用

化を指向した検討を実施することにより，循環型社会の構築に寄与する知見の獲得を目指す。 

 また，生命の維持に必要不可欠な要素である飲料水に着目し，ヒトの健康保持に有効と期待されるミネラルウォ

ーター8 種のイオン量を評価した。その結果から，中国産ミネラルウォーターの陽イオンおよび陰イオン量が日本

の市販品よりも非常に少ない含有量である一方，フッ化物イオン濃度は高い値を示すことが分かった。フッ素はう

歯に対する歯科用薬剤として汎用されていることから，中国産ミネラルウォーターは歯の健康保持に有用である可

能性が示された。 
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